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概要  

 厚 岸 町 にはトカゲやヘビが生 息 しているのだろうか？  調 査 を行 う前 に住

民 の方 々に聞 き込 みを行 ったところ、「良 く見 る」と言 う人 や、「何 十 年 も見

ていない」と言 う人 まで様 々で、その種 類 も、釧 路 湿 原 や中 標 津 町 では「シ

マヘビが多 い」と言 われているのに、厚 岸 の人 々は「アオダイショウがほとん

どだ」と言 っていた。厚 岸 には本 当 は何 が生 息 しているのだろうか？  

 この疑 問 を解 決 するために、 2 0 0 5 年 6 月 下 旬 ～7 月 中 旬 にかけて厚 岸

湖 ・別 寒 辺 牛 湿 原 周 辺 を中 心 にトカゲやヘビを探 した。その結 果 、トカゲを

一 匹 と、 2 0 匹 のヘビと 3 匹 分 のヘビの脱 皮 殻 を見 つけることができた。トカ

ゲはニホンカナヘビであったが、残 念 ながら逃 げられてしまい、詳 しくは分 か

らなかった。  

 捕 まえたヘビは全 てシマヘビで、面 白 いことに住 民 の目 撃 情 報 とは全 く

違 っていた。これはどうしてだろうか？  シマヘビはその名 の通 り、縦 に 4 本

の縞 模 様 があることが一 般 的 な特 徴 である。しかし厚 岸 町 に生 息 していた

シマヘビは、ほとんどこの縦 縞 がはっきりしておらず、見 た目 はアオダイショ

ウにそっくりだったのである。実 はシマヘビにはこのような色 彩 変 異 が多 く見

られ、北 海 道 では縦 縞 がはっきりしていないシマヘビ（ムギワラ型 シマヘビ）

や、真 っ黒 になったシマヘビ（カラスヘビ）が多 く見 られることが知 られていて、

厚 岸 町 ではこのムギワラ型 シマヘビが特 に多 かったのだ。このように見 た目

は全 然 違 うが、鱗 の数 や D N A などを調 べたところ、他 の北 海 道 産 のシマ

ヘビや本 州 のものと大 きな違 いが無 かった。では、どうして厚 岸 町 にはムギ

ワラ型 シマヘビがたくさん生 息 しているのだろうか？  これは今 後 さらに調 査

していかなければならない謎 である。  

 捕 まえたシマヘビの中 には、ネズミの毛 がぎっしり詰 まった糞 をした個 体 や、

エゾサンショウウオを飲 み込 んでいた個 体 が見 られた。これらのことから、こ

の地 域 のシマヘビが両 生 類 や小 型 の哺 乳 類 を餌 としていることが分 かり、

生 態 系 の一 員 として重 要 な役 割 を持 っていることも、今 回 の調 査 から確

認 することができた。  
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序論  

 北 海 道 東 部 に位 置 する厚 岸 湖 ・別 寒 辺 牛 湿 原 は、釧 路 湿 原 や霧 多 布

湿 原 と共 にラムサール条 約 の登 録 湿 地 となっており、総 面 積 は約

8 , 3 0 0 h a にものぼる広 大 な湿 原 である。この湿 原 は原 始 生 態 系 が良 く保

存 されていることでも知 られており、我 々人 間 がそのような豊 かな生 態 系 と

どのように関 わるべきかを考 える上 でも非 常 に重 要 な地 域 であると言 える

だろう。生 態 系 を保 全 ・活 用 していく、ということを考 える時 には、当 然 のこ

とではあるが、その場 所 にどのような生 物 がいるのか、が明 らかにされてい

なければならない。これまで厚 岸 湖 ・別 寒 辺 牛 湿 原 においても様 々な生 物

相 の調 査 が行 われ、非 常 に多 種 な動 植 物 が生 息 していることが明 らかに

なってきているが、爬 虫 類 においてそのような調 査 がなされたことが無 く、こ

の湿 原 にどのような爬 虫 類 が生 息 しているのか、については明 らかにされて

いなかった。  

 道 東 における爬 虫 類 相 について調 査 が進 んでいるのは、 2 0 0 5 年 に世 界

自 然 遺 産 に登 録 された知 床 半 島 であり、ここにはヘビ亜 目 4 種 （シマヘビ

E l a p h e  q u a d r i v i r g a t a ・アオダイショウ E . c l i m a c o p h o r a ・ジムグリ

E u p r e p i o p h i s  c o n s p i c i l l a t u s ・ニホンマムシ A g k i s t r o d o n  

b l o m h o f f i i ）、トカゲ亜 目 2 種 （ニホンカナヘビ Ta k y d r o m u s  

t a c h y d r o m o i d e s ・ニホントカゲ E u m e c e s  l a t i s c u t a t u s ）が生 息 している

（太 田 ・中 川  1 9 8 5，佐 藤  1 9 9 6，佐 藤 ・中 林  1 9 9 7，佐 藤 ら  2 0 0 3 ）。し

かし道 東 におけるニホンマムシは、知 床 を含 む斜 里 地 方 以 外 では一 般 的

ではなく、十 勝 地 方 （佐 藤  1 9 9 3 ）以 東 では発 見 されていない。従 って厚

岸 湖 ・別 寒 辺 牛 湿 原 にはマムシを除 く 5 種 が生 息 していると考 えられる。  

 今 回 の調 査 は、これらの爬 虫 類 が、実 際 に生 息 しているのか、どのような

割 合 で見 られるのか、といった基 本 的 な生 息 調 査 に加 え、胃 内 容 物 の確

認 と、腹 板 数 などの形 態 や D N A の塩 基 配 列 を解 析 することで、この地 域

における爬 虫 類 の生 態 的 役 割 と形 態 的 ・遺 伝 的 特 殊 性 を明 らかにするこ

とを目 的 としている。  
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材料と方法  

≪サンプル採 集 ≫  

2 0 0 5 年 6 月 2 9 日 から 7 月 1 5 日 にかけて、厚 岸 湖 ・別 寒 辺 牛 湿 原

を中 心 に調 査 を行 った。調 査 地 点 は目 撃 情 報 に基 づいて設 定 し（図 . 1 ）、

日 中 （8 : 3 0～ 1 7 : 0 0 ）に地 点 付 近 を徒 歩 で探 索 、発 見 個 体 は捕 獲 し水 鳥

観 察 館 に持 ち帰 って、全 長 ・尾 長 ・体 重 ・腹 板 数 ・尾 下 板 数 ・胴 中 央 部

の体 鱗 列 数 の計 測 、プローブを用 いた雌 雄 の判 定 、強 制 嘔 吐 法 による胃

内 容 物 の確 認 を行 い、D N A 抽 出 用 に尾 部 先 端 を 1 c m ほど切 り取 った。

その後 、腹 板 切 除 ・頭 部 の着 色 によるマーキングを施 して翌 日 に捕 獲 地

点 付 近 に放 逐 した。発 見 時 死 亡 していた個 体 はできる限 りの測 定 を行 い、

D N A 抽 出 用 の組 織 を切 り取 って埋 葬 した。発 見 した脱 皮 殻 はすべて持 ち

帰 った。  

 

≪D N A 抽 出 ≫  

D N A 抽 出 用 組 織 は 1 0 0 %エタノールに漬 けて弘 前 大 学 農 学 生 命 科 学

部 細 胞 遺 伝 学 講 座 に持 ち帰 り、エタノールを除 去 した後 、以 下 の手 順 で

D N A を抽 出 ・精 製 を行 った。  

1、1×T N E （T N E :  1 0 m M  Tr i s - H C l，1 0 0 m M  N a C l，1 m M  E D TA ）を  

3 0 0μl 加 えて組 織 をハサミで切 り刻 む。  

2、2 0％S D S を 5 0μl、P r o t e a s e ( 1 0 m g / m l )を 1 0μl  加 え十 分 に撹 拌 し

た後 、3 7℃で 1 晩 インキュベート。  

3、等 量 のフェノールクロロホルムを加 え、 1 5 分 間 穏 やかに撹 拌 し、 4℃・ 1 0，

0 0 0 r p m ・5 分 間 遠 心 し、水 層 を回 収 。  

4、エタノールを 2 倍 量 加 え D N A を沈 殿 させ、 - 2 0℃で 3 0 分 ～一 晩 静 置

した後 、 - 1 0℃・ 1 5，0 0 0 r p m ・1 5 分 間 遠 心 し、上 清 を除 去 。  

5、回 収 した D N A を減 圧 または空 気 乾 燥 し、 3 0 0μl の 1 / 1 0×T N E に溶

解 。  

6、R N a s e A ( 1 0 m g / m l )を  3μl、α- a m y l a s e ( 3 0 m g / m l )を 0 . 5μl、1 / 1 0×
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T N E を 4 6 . 5μl、加 えて 3 7℃で 1 時 間 インキュベート。  

7、P r o t e i n a s e K ( 1 0 m g / m l )を 3 . 5μl、2 0％ラウロイルサルコシン N a  を  

8 . 7 5μl、 2 0×T N E を 1 7 . 5μl  加 え 3 7℃で 1 時 間 インキュベート。  

8、上 記 3，4 を再 び行 い、D N A を回 収 した後 、減 圧 または空 気 乾 燥 し、

回 収 量 に応 じて 2 0 0～5 0 0μl の 0 . 1×T E （T E :  1 0 m M  Tr i s - H C l，1 m M  

E D TA ）に溶 解 。  

 

≪P C R  &  S e q u e n c e≫  

 ミトコンドリア全 ゲノムが解 明 されておりシマヘビと同 科 のアカマタ

（K u m a z a w a  e t  a l .  1 9 9 8 ）と、 c y t o c h r o m e  b （ c y t b ）遺 伝 子 が解 析 され

ているアメリカネズミヘビ ( B u r b r i n k  e t  a l .  2 0 0 0 )を基 に設 計 した、シマヘ

ビの c y t b 遺 伝 子 の一 部 を増 幅 させるプライマー  E q - m H 2

［5 ' - A G C T T T G T C T TA C A A G G A C A A C G C - 3 ' ］と E q - m L 2

［5 ' - C C AT G A G G A C A A ATAT C AT T C T G A G - 3 ' ］を用 いて

P C R ( P o l y m e r a s e  C h a i n  R e a c t i o n )を行 った。P C R 反 応 には

TA K A R A L A Ta q を用 い、説 明 書 に従 った試 薬 組 成 で、 9 4℃・2 ' 0 0→

[ 5 3℃・0 ' 3 0→ 7 2℃・ 1 ' 0 0→9 4℃・0 ' 3 0 ]×3 0→5 3℃・ 1 ' 0 0→ 7 2℃・5 ' 0 0  

のサイクルで行 った。  

 断 片 の増 幅 を電 気 泳 動 で確 認 した後 、P C R 産 物 を以 下 の P E G 沈 殿

法 により精 製 を行 い、ダイレクトシーケンスに用 いた。  

1、3 0～5 0μl の P C R 産 物 に対 し、 0 . 5 M  E D TA を 1μl 加 え、 5 分 間 氷 冷 。  

2、0 . 8 倍 量  の  2 0 % P E G - 2 . 5 M  N a C l  を加 え、1 5 分 間 氷 冷 。  

3、4℃・1 5，0 0 0 r p m ・1 5 分 間 遠 心 し、上 清 を除 去 。  

4、8 0％  エタノールを加 え、 2 0℃・1 5，0 0 0 r p m ・1 0 分 間 遠 心 し、上 清 を

除 去 。  

5、減 圧 または空 気 乾 燥 した後 、D . D . W 3 0μl に溶 解 し、電 気 泳 動 で定

量 。  

 シーケンスには P C R に用 いたものと同 じプライマーを、
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5 ' o l i g o n u c l e o t i d e  Te x a s  R a d  l a b e l l i n g  k i t ( R P N 2 4 4 1 )代 替 プロトコ

ルに従 って蛍 光 標 識 し使 用 した。シーケンスの際 のサイクル反 応 は、 9 5℃  

5 ' 0 0、 [ 9 5℃  0 ' 3 0、 5 3℃  0 ' 3 0、7 2℃  1 ' 0 0 ]×3 0、でおこない、弘 前 大

学 遺 伝 子 実 験 施 設 内 の  H I TA C H I  S Q 5 5 0 0  オートシーケンサを使 用

して行 った。  
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結果  

 発 見 された個 体 とその計 測 データを表 . 1 に示 す。採 集 することができた

のはシマヘビのみであり、カナヘビを目 撃 したものの逃 げられてしまい、捕 獲

することができなかった。発 見 されたシマヘビはすべて縞 模 様 が不 明 瞭 で、

一 般 的 なシマヘビに特 徴 的 な 4 本 の縦 縞 が見 られなかった（図 . 2 ）。また、

胴 中 央 部 の体 鱗 列 数 が、シマヘビ 1 7～ 1 9 列 ，アオダイショウ 2 3～2 5 列 ，

ジムグリ 2 1 列 であること（千 石  1 9 9 6 ）から、発 見 されたすべての脱 皮 殻 が

シマヘビであると同 定 でき、脱 皮 殻 1 を除 いて、やはり縞 模 様 が不 明 瞭 で

あった (図 . 3 )。  

 胃 内 容 物 が確 認 されたのは E q 厚 岸 1 6 のみであり、エゾサンショウウオ

成 体 が一 匹 完 全 な状 態 で入 っていた。また、E q 厚 岸 3 が測 定 時 に排 泄

した糞 には、ネズミのものと思 われる毛 が大 量 に含 まれていた（図 . 4 ）。  

  

 決 定 された c y t b 遺 伝 子 は 6 8 0 b p で、塩 基 配 列 が 1 ヶ所 のみ異 なる 2

つのタイプ  " a "， " b "が見 られ、1 6 個 体 が " a "、4 個 体 が " b "であった。

(図 . 5 )  
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考察  

≪厚 岸 の爬 虫 類 相 ≫  

 序 論 で述 べたように、道 東 に生 息 する爬 虫 類 は、シマヘビ・アオダイショ

ウ・ジムグリ・ニホンカナヘビ・ニホントカゲであると考 えられる。採 集 中 に厚

岸 町 の住 民 の方 に聞 き取 り調 査 をしたところ、ヘビではアオダイショウが多

く、次 いでカラスヘビ（シマヘビの黒 化 個 体 ）、シマヘビの順 で目 撃 するとい

う情 報 が得 られたが、ジムグリについては全 く情 報 が得 られなかった。おそ

らくジムグリは森 林 性 であるために目 につきにくく、また、個 体 数 もシマヘビ

やアオダイショウに比 べ少 ないことが原 因 であろうと考 えられる。  

 

 目 撃 情 報 からはアオダイショウが多 いことが予 想 されたが、今 回 の調 査

ではアオダイショウは見 つからず、発 見 個 体 は全 てシマヘビであった。これ

は、この地 域 のシマヘビの特 徴 として縦 縞 が不 明 瞭 であることが原 因 であ

ると考 えられる。すなわち、縞 の不 明 瞭 なシマヘビ（ムギワラ型 ）は、外 観 を

一 見 しただけではアオダイショウかシマヘビかの同 定 が難 しいことから、シマ

ヘビをアオダイショウと誤 認 しているのではないだろうか。シマヘビの色 彩 多

型 は全 国 的 にみられ、目 視 での同 定 の危 険 性 が指 摘 されている（森 ら  

2 0 0 5 ）。もちろんアオダイショウが生 息 していることは十 分 に考 えられるが、

目 撃 情 報 の多 くがアオダイショウだと誤 認 されたムギワラ型 シマヘビであり、

目 撃 されるヘビは、ムギワラ型 シマヘビ、黒 化 型 シマヘビ（カラスヘビ）、縦

縞 のあるノーマル型 シマヘビ、であるというのが実 体 だという可 能 性 が高 い

だろう。  

 シマヘビとアオダイショウとの識 別 点 は、森 ら ( 2 0 0 5 )に詳 しく述 べられてい

るが、最 も簡 単 に見 分 ける方 法 は虹 彩 の色 を見 ることである。シマヘビで

は虹 彩 は赤 い（黒 化 型 は黒 い）が、アオダイショウでは強 い赤 みは入 らない

（図 . 6 ）。今 後 この識 別 法 が広 く認 識 されれば、聞 き取 り調 査 の信 用 性 が

高 くなるだろう。  
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 このようなムギワラ型 の出 現 頻 度 が、厚 岸 町 近 隣 においても同 じ傾 向 で

あるかを、釧 路 湿 原 温 根 内 ビジターセンター・阿 寒 国 際 ツルセンター・中 標

津 ゆめの森 公 園 ビジターセンターに尋 ねたところ、 3 ヶ所 とも "ノーマル型 "と

"ムギワラ型 "が半 々程 度 であるという返 答 であった。きちんとした調 査 が行

われている訳 ではないためはっきりしたことは言 えないが、このことから厚 岸

町 で見 られるムギワラ型 シマヘビの出 現 頻 度 が周 辺 に比 べて特 に高 い可

能 性 が考 えられる。この原 因 を探 ることは、シマヘビの縞 模 様 の遺 伝 を考

える上 で非 常 に興 味 深 い研 究 となると思 われるので、今 後 さらに深 く調 査

を行 う必 要 があるのではないだろうか。  

 

 ニホントカゲの目 撃 情 報 は厚 岸 町 内 では全 く無 く、ニホンカナヘビについ

ても "いない "と言 う人 が多 かった。しかしニホンカナヘビは御 供 山 付 近 では

繁 殖 が確 認 されており、国 道 4 4 号 線 沿 いの木 工 所 でも目 撃 情 報 が得 ら

れた。さらに、筆 者 自 身 が別 寒 辺 牛 川 カヌー出 発 点 でニホンカナヘビを目

撃 している。このことから、少 なくともニホンカナヘビは厚 岸 町 内 に多 数 生

息 していると考 えられる。  

 

 ≪厚 岸 町 のシマヘビ≫  

 今 回 捕 獲 されたシマヘビの腹 板 数 は平 均 で雄 ： 1 9 8 . 6 枚 （1 9 0 - 2 0 2

枚 ）・雌 ： 1 9 3 . 6 枚 （1 9 0 - 1 9 7 枚 ）であり、一 般 的 なシマヘビの腹 板 数 が

雄 ：1 9 6 - 2 1 6 枚 ・雌 1 9 4 - 2 1 3 枚 であること（千 石  1 9 9 6 ）を考 えると、比 較

的 少 ない傾 向 が見 られた。これは、知 床 半 島 を含 む斜 里 地 方 （太 田 ・中

川  1 9 8 5，佐 藤  1 9 9 6，1 9 9 7 ）や、十 勝 地 方 （佐 藤  1 9 9 3 ）におけるシマ

ヘビにも見 られ、日 本 列 島 全 体 で南 西 から北 東 方 向 に形 質 がクライン（形

質 傾 斜 ）しているためだと考 えられている（太 田 ・中 川  1 9 8 5，今 泉  

1 9 9 8 ）。今 回 得 られたデータと筆 者 の持 つ全 国 のデータを合 わせて緯 度 ご

とにプロットするとやはり同 様 のクラインが示 され（図 . 7 ）、道 東 域 で特 別 に

腹 板 数 が少 ないのではなく、日 本 列 島 全 域 で連 続 的 に変 化 していること
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が強 く支 持 された。  

  

 本 州 においてシマヘビは水 田 に多 く見 られ、カエルを中 心 に捕 食 している

こと（千 石  1 9 9 6 ）から、厚 岸 湖 ・別 寒 辺 牛 湿 原 周 辺 においてはエゾアカ

ガエルを主 に補 食 していると予 想 されたが、強 制 嘔 吐 により確 認 された胃

内 容 物 はエゾサンショウウオのみであり、カエルを捕 食 していることは証 明 さ

れなかった。しかし、捕 獲 した E q 厚 岸 2 にエゾアカガエルを与 えると食 べた

ことや、E q 厚 岸 3 が測 定 中 に排 泄 した糞 にはネズミのものと思 われる毛 が

大 量 に含 まれていたことから、この地 域 生 態 系 におけるシマヘビは、エゾサ

ンショウウオだけでなくエゾアカガエル・ネズミなどの小 型 哺 乳 類 に対 する捕

食 者 としての役 割 を担 っていることが示 唆 された。  

 E q 厚 岸 1 6 が捕 食 していたエゾサンショウウオはまだ未 消 化 な状 態 で、

全 長 1 3 . 8 c m の成 体 であった。また、E q 厚 岸 1 6 の捕 獲 地 点 付 近 には、

サンショウウオやカエルの幼 生 が多 数 生 息 する水 たまりが見 られた。  

 

  ミトコンドリア遺 伝 子 配 列 には、 " a "と " b "の 2 つのハプロタイプが見 られ

た。筆 者 が行 っている解 析 によると、 " a "は琵 琶 湖 以 東 ～北 海 道 まで広 く

見 られるハプロタイプであるが、これと 1 塩 基 ことなる " b "は、別 寒 辺 牛 湿 原

周 辺 にのみ見 られるハプロタイプであり、北 海 道 の他 地 域 （渡 島 ・札 幌 ）に

も全 く見 られない。このことから、別 寒 辺 牛 湿 原 で独 自 に分 化 が起 こってき

ていることが示 唆 された。  

 捕 獲 地 点 ごとに見 てみると、 " b "をもつシマヘビが捕 獲 されたのは、P 1，

P 4，P 5  からであり、湿 原 内 の特 定 の領 域 で分 化 が進 んでいるのではなく、

湿 原 内 では移 動 や交 雑 が起 こっていると考 えられる。  

 しかし、 " a "と " b "の間 は 1 塩 基 のみしか異 なっておらず、分 析 個 体 数 も少

ないことから、この地 域 におけるシマヘビの遺 伝 的 分 化 や個 体 群 動 態 を調

べるためには、D N A フィンガープリンティングやマイクロサテライトなどの個

体 レベルでのマーカーが必 要 であろう。  
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P1 別寒辺牛川橋 付近 P6 湿原内 錦橋 

P2 アッケシソウ試験場 P7 湿原内 橋 

P3 町営牧場 別寒辺牛団地 P8 アッケシソウ試験場付近 生活道路上 

P4 町営牧場 セタニウシ団地 P9 県道 123号線沿い 民家 

P5 太田造林事業所 P10 カヌー出発点 

図.1 採集地点 
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殻 1 

殻 2 

殻 3 

殻 4 

殻 5 

図.3 厚岸町で採集した脱皮殻 

全て体鱗列数からシマヘビと同定された。殻 3，4 は、頭部・尾部の鱗の配列や形から、

それぞれ Eq厚岸 11，Eq厚岸 8のものであることが分かった。 

殻 1には縦縞が見られるが、それ以外には見られないか不明瞭である。 
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A 

 

 

 

B 

 

  

 

 

図.4 糞と異内容物 

Eq 厚岸 16 が飲んでいたエゾサンショウウオ（A）。まだ未消化で、完全な状態で入ってい

た。 

Eq 厚岸 3 が排泄した糞（B 左）をほぐすと（B 右）、ネズミなど小型哺乳類のものと思わ

れる毛がぎっしり詰まっていた。 

 



“a”           CCGTACCATACATCGGCACAACACTCACCTCCTGACTATGAGGGGGATTCTCAATTAATG 
“b”           CCGTACCATACATCGGCACAACACTCACCTCCTGACTATGAGGGGGATTCTCAATTAATG 
                ************************************************************ 

 
“a”           ACCCTACCTTAACTCGATTCTTCGCCCTCCACTTTATCCTTCCATTCACTATCCTCTCAA 
“b”           ACCCTACCTTAACTCGATTCTTCGCCCTCCACTTTATCCTTCCATTCACTATCCTCTCAA 
                ************************************************************ 

 
“a”           TATCCTCAATCCATATTATACTACTACACACAGAAGGTTCTAGCAACCCATTAGGAACAA 
“b”           TATCCTCAATCCATATTATACTACTACACACAGAAGGTTCTAGCAACCCATTAGGAACAA 
                ************************************************************ 

 
“a”           ACTCAGACATTGACAAAATCCCATTCCATCCTTACCACTCTCACAAAGACATACTAATAC 
“b”           ACTCAGACATTGACAAAATCCCATTCCATCCTTACCACTCTCACAAAGACATACTAATAC 
                ************************************************************ 

 
“a”           TAACTATTATAATCACTATACTATTCATTATCATATCCTTTATCCCAAACATTTTTAATG 
“b”           TAACTATTATAATCACTATACTATTCATTATCATATCCTTTATCCCAAACATTTTTAATG 
                ************************************************************ 

 
“a”           ACCCAGAAAACTTTTCAAAAGCTAATCCATTAGTAACACCACAACACATTAAGCCAGAAT 
“b”           ACCCAGAAAACTTTTCAAAAGCTAATCCATTAGTAACACCACAACACATTAAGCCAGAAT 
                ************************************************************ 

 
“a”           GATACTTTTTATTCGCCTACGGAATCCTACGATCAATCCCAAACAAACTGGGTGGAACCG 
“b”           GATACTTTTTATTCGCCTACGGAATCCTACGATCAATCCCAAACAAACTGGGTGGAACCG 
                ************************************************************ 

 
“a”           TGGCTCTCATTTTATCCGTAACCATCCTAATAACAGCACCATTTACACATACCTCACACG 
“b”           TGGCTCTCATTTTATCCGTAACCATCCTAATAACAGCACCATTTACACATACCTCACACG 
                ************************************************************ 

 
“a”           TACGATCCATAACCTTCCGCCCAATAGCACAACTTATATTCTGAACATTAGTAGCCACAT 
“b”           TACGATCCATAACCTTCCGCCCAATAGCACAACTTATATTCTGAACATTAGTAGCCACAT 
                ************************************************************ 

 
“a”           TCATTACAATCACATGAGCAGCAACTAAACCAGTTGAACCACCATTCACTACCATTGGCC 
“b”           TCATTACAATCACATGAGCAGCAACTAAACCAGTTGAACCACCATTCACTACCATTGGCC 
                ************************************************************ 

 
“a”           AAGCAACCGCCATTTTATATTTCTCATTCTTCATAATAAACCCACTACTAGGATGGTTGG 
“b”           AAGCAACCGCCATTTTATATTTCTCATTCTTCATAATAAACCCACTACTAGGATGATTGG 
                ******************************************************* **** 

 
“a”           AAAATAAAATCTCAACCATT 
“b”           AAAATAAAATCTCAACCATT 
                ******************** 

 
 

“a” Eq厚岸 2，3，6，7，8，9，10，11，12，13，14，16，17，18，19，20 

“b” Eq厚岸 1，4，5，15 

 
 
 
図.5 
解析した 20 個体に見られたハプロタイプ。”a”は東日本の多くの地域で見られるものと同一であ
り、”b”は厚岸町特有に見られるものであった。お互いには 1塩基のみ異なる。 



アオダイショウ 

 

 

シマヘビ 

 

 

 

図.6 アオダイショウとシマヘビの識別 

虹彩（円）がシマヘビでは赤いこと、によって簡単に識別できる。 

また、側頭板（矢印）がアオダイショウでは 2+3、シマヘビでは 2+2、であることが多い
．．．．．．．．

こ

と、なども識別ポイントとなる。 
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